防災教育スタートパック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災ワークショップ・家庭（地震）編



※進行スライド（進行要領例）は，このファシリテーター進行表を基に作成しています。
研修時間：約45分（チェックイン・チェックアウトを除く）
	時間
	参加者の活動内容
	ファシリテーター留意事項　☆助言ポイント

	３分
	１　オリエンテーション
①　本日のねらい・流れの説明

2 本日の趣旨説明

3 （ワークショップの趣旨・ルールを確認）
	・ファシリテーターは防災主任（担当者）が行う。
・ねらい，流れをワークシートで確認させる。
・③は必要に応じて実施する。

	約

５分
	○チェックイン
①　自己紹介をする。

②　感じていること，思いを発表する。
	・ここから計時を担当する。
・①と②合わせて５分間計時する。（グループ人数に応じる）

・１人１分を厳守する。
・時間になったら次の活動へ切り替える。

※時間がない場合は省略してもよい。

	７分
	２　防災ワークショップ・家庭（地震）編
地震が発生した場合に起こり得る家庭内の危険と発生時の行動，対応，それに対する事前対策を考える。
①　自宅平面図を描く。
（ワークシート１）

	・ワークシートを配付。

・７分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

☆自宅平面図の記入方法を説明する。



	５分
	②　自宅の危険箇所をチェックし，地震による非常に強い揺れが発生したときの状況やコメントを赤色ペンで記入する。
（ワークシート２）
	・５分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

・状況だけでなく，コメントも記入するように促す。
☆５分経過後に以下の振り返りを伝える。



	２分
	③　電気のブレーカー・ガスの元栓・マイコンメーターの場所を確認し，青色ペンで囲む。

　　（ワークシート３）

	・２分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

☆２分経過後に以下の振り返りを伝える。



	２分
	④　自分が普段過ごす部屋から，屋外への避難経路を考え，矢印等を引いて，確認する。
（ワークシート４）
	・２分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

☆２分経過後に以下の振り返りを伝える。


	５分
	⑤　発生時の対応・事前の対策・家族について考え，ワークシートにまとめる。
（ワークシート５）
	・５分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

・「ポイント③家族」については，家庭の状況などを配慮し，記入できる所までまとめさせる。

	11分


	⑥　グループ内で進行役・発表役を決め，グループで発表し合い，グルーブの意見をまとめる。
（ワークシート６）
※グループ活動
	・11分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

・時間の目安は，係決め（１分），発表（５分），話合い（５分）とする。

・各グループ進行役，発表役の確認をし，「グループ進行表」を配付し，グループ活動を促す。
・話合いが展開しないグループには，他のグループの様子等を参考にして話合いの視点を与える。
・ワークシート６にグループのまとめをさせる。

	３分
	３　防災ワークショップのまとめ

①　全体シェアリングをする。

（ワークシート６）
②　防災ワークショップの振り返りをする。
	☆ワークシート６のまとめ方を指示する。


・発表係を指名し，ワークシートを用いて，順番に発表させていく。

・時間に応じて，質疑応答を設ける。
・下欄の「振り返りの視点」を参考に，防災ワークショップ全体を振り返っての感想や意見を述べる。

	約

５分
	○チェックアウト
①　得たこと，学んだこと，感想などを発表する。
	・５分間計時する。（グループ人数に応じる）

・１人１分を厳守する。
※チェックインを省略した場合は，チェックアウトも省略してよい。


■進行のポイント
　□進行スライドを活用する場合，事前にスライド内容と進行要領を確認してください。
□活動時間は目安です。実際の研修計画や参加人数，活動状況に応じて設定・変更してください。

　□「２ 防災ワークショップ②・③・④」は一つの活動としてまとめることもできます。
　□震災時を思い出す内容のため，参加者の様子等を見ての特別な配慮をお願いします。

＜資料：防災ワークショップ振り返りの視点＞

　参加者の発言の様子から，振り返りの視点に合わせて，大切なことを確認したり，発言内容になかったことを補足したりする。


防災ワークショップ・家庭（地震）編





ファシリテーター進行表





・ワークシート「家の中や周辺の危険箇所チェックポイント」を参考にする。


・１階，２階，駐車場，庭，部屋の構成や家具の配置等できるだけ細かく記入する。





『家の中や周辺には多くの危険があることに気付いたと思います。』





『過去の災害では，停電回復後の通電火災が多数発生しています。災害発生後に避難する場合は，必ずブレーカーを落とし，ガスの元栓を閉めてください。』





『地震発生直後は倒れた家具や割れたガラスなどで屋外に出るのは至難の業です。時間がある時に，夜中就寝中，停電した場合なども考えてみてください。』





『グループの意見になかったものや他のグループを聞いての新しい気づきや考えを記入してください。』





◇事前の危機管理，発生時の危機管理について◆





①　家庭・家族の危機管理


・防災ワークショップの内容を参加者が家庭で家族と一緒に話し合う。→家族防災会議につながる。


②　児童生徒等への指導・家庭との連携


　・児童生徒等が学校管理下外である在宅時に災害が発生した時の対応を指導する。


→家庭と連携し，災害発生時の学校の対応につながる。








ファシリテーター進行表
２

